
は じ め に

世紀に入り，日本も今や世界をリードする豊かな
先進国として歩んでいるようだが，いまだに先進国の仲
間入りができない領域が一つある．それは，女性の社会
への参画である．例えば，海外では女性の教授や経営責
任者など，社会への影響力を持つポストに就いている女
性によく出会うが，日本ではなかなかそのような女性に
遭遇しない．実際，日本の国民一人当りのGDP（国内総
生産）は世界ランキング９位（ 年，米ドル）（ ）であ
るが，女性が積極的に経済界や政治活動に参加し，意思
決定に参加できるかどうかを測る GEM（ジェンダーエ
ンパワーメント指数）では世界 位と（ ），近年の日本
の極端な高度経済成長の明暗が伺われる．日本でも国を
挙げてこの遅れを取り戻すために，平成 年に男女共
同参画社会基本法が公布・施行され，また平成 年に
は内閣府に男女共同参画会議が設置された．この「男女
共同参画」というのは，男女共に互いに人権と個性を尊
重しながら責任も分かち合い，共に能力を発揮できる社
会を実現することを意味する（ ）．それでは，男女が共に
能力を発揮できたらどうして良いかというと，男性だけ
が（あるいは女性だけが）能力を発揮する場合より社会

が一層発展する可能性があるからである．これは，より
広い範囲を含めて最適値を探した方が真に最適な解が得
られやすいのと同じ原理である．また，この「社会」と
は我々の日常生活における社会だけでなく，種々の組織
を指すことが考えられる．平成 年には，理工学系の
研究組織における男女共同参画を目指して自然科学系学
協会が集まり，男女共同参画学協会連絡会が日本女子大
の小舘香椎子先生の下で発足した（ ）．平成 年には電
子情報通信学会も当時の会長，伊賀健一先生によりこの
男女共同参画学協会連絡会に正式加盟した．それと同時
に，本学会において男女共同参画委員会が発足した．こ
こで，電子・情報・通信工学の分野に興味を持つような
女性は元々少ないので，そのような人達に参画させる必
要があるのかなど，いろいろ否定的な意見をいう人もい
ると思う．確かに電子・情報・通信工学に進学する女性
は少ない．これは欧米でも同じ傾向である（日本ほど少
なくはないが）．しかし，本来，女性はこの分野に向い
ていないとはいい切れない．男女の脳を比較すると確か
に構造と動作に違いがあることが知られているが（ ）（ ），
その違いは女性が電子・情報・通信工学に向いていない
と断定するものではない．今まで電子・情報・通信工学
に進まなかった女性が電子・情報・通信工学を研究する
と，その脳の動作の違いから，今まで男性では考えなかっ
た新しい発想を行う可能性がある．一方で，男女の知的
能力を測るテストを行うと，男性は視空間的能力が女性
より優れており，女性は言語能力において男性より優れ
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るアンケート調査の結果と，更に本学会男女共同参画委員会が独自に行ったアンケート調査の結果を紹介し，本学会会

員の男女共同参画の現状を明らかにするとともに，本委員会の今後の活動方針を示す．
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ているという結果が出ている．そしてこれが男性は理工
系，女性は人文系という役割分担の根拠になっていると
いう説がある．しかし，この能力差はあくまでも男女そ
れぞれの平均値を比較したもので，この平均値の差より，
男性，女性の各個人差の方が十分大きいことも知られて
いる（ ）（ ）．したがって，女性の中には，男性より理工系
で優れた能力を持っている人がかなり多くいるはずであ
る．そのような女性を電子・情報・通信工学の分野に引
き込むことは，当然本学会の今後の発展に大きく寄与す
ることである．特に，我々は今，少子化，更に若者の理
工系離れの真っただ中にいる．ここで更に男性だけで研
究組織や学会活動を維持しようとすると当然，その質の
低下を免れられない．本学会の男女共同参画委員会は，
このような観点から本学会において男性・女性が共に能
力を発揮し快適に活動できる環境作りを目指す．特に今
まで発言する機会が少なかった女性会員の意見を積極的
に取り入れることにより学会の新しい展開を図る．本稿
では，この男女共同参画委員会の活動を紹介し，また，
一昨年に男女共同参画学協会連絡会主催で行われたアン
ケート調査の結果と昨年から今年にかけて本学会で行っ
たアンケートの集計結果を紹介する．それにより，本学
会員を取り巻く環境での男女共同参画の現状はどうかを
明らかにし，今後の本学会が進むべき方向を示す．

電子情報通信学会での
男女共同参画委員会の紹介

電子情報通信学会では，会員総数約 人に対し
て女性会員の比率は約 ％と予想どおり少ない．ちな
みに，数物系学会では ％，化学系 ％，生
物系学会では ％である．しかし，更に興味深い
のは，その年齢分布である．図 は，男性会員と女性会
員の年齢分布を示したものである．男性会員は 代以
降ほぼ横ばいであるが，女性会員は全体では 代，正
員は 代から減少し， 代以上はほとんどいない．こ
れは，昔は電気・電子工学を専攻する女性がほとんどい
なかったためと解釈することができるが，もしこの現象
が，女性が 代， 代となると辞めてしまうために生
じたとするとそれは大変残念なことである．これについ
ては， 年後， 年後のデータを見て調べる必要があ
るが，少なくとも女性会員の年齢分布の形状は今後，男
性会員の年齢分布と同じ形状をなすべきである．
本学会の男女共同参画委員会では，このように人数が
少なく若い世代に集中している女性会員が積極的に学会
に参加し，意見を反映させ，またそれを継続できるよう
にするための，快適な学会環境作りを目的とする．また，
女性会員が増えるよう女子学生や女子小中高生への教育
活動にも参加する．これにより男女共にその能力を十分
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図 電子情報通信学会会員の男女別年齢分布 女性は全体に少ないが，特
に 代から高齢になるに従い減少している．



発揮させ，本学会の更なる発展を目指す．本委員会のメ
ンバー構成は本稿最後に示されているとおりであり，ま
た主な活動事項は以下のとおりである．

（１） 現状の把握
アンケートをとり，本学会に関する男女共同参画の実

態を把握する．更に，職場や教育環境における待遇など
も調査して，不合理な点があればそれを明らかにする．

（２） 情報発信と社会への働きかけ
（ア） 講演会等を行い，今まで余りなじみのなかっ

た「男女共同参画」の概念を会員に広く伝え
るとともに，その必要性を訴える．具体的に
は， ， 年の総合大会で特別講演を
行った．

（イ） アンケート結果を集計し，男女共同参画に適
さない現状があればその改善を学会内外へ訴
える．また，アンケートにおいて学会活動に
有用な意見があればその提案を行う．これら
は，理事会へ直接提言するほか，学会の大会
などで講演会を行う，男女共同参画連絡会へ
発言するなどにより行う．

（ウ） ホームページを作成し，男女共同参画に関す
る情報を会員へ知らせる．

（３） 会員増強
女性会員が活発に活動していることをアピールするこ

とにより，他の女性技術者・研究者，女子学生に入会を
促し，会員増強を図る．また，小中高生などに対する夏
休み科学教室や講演会に協力し，女性技術者が講師とし
て参加することにより，女子が電子情報通信学会の分野
に親近感を持つようにする．

（４） 教育
電子情報通信工学の分野へ進む割合の少ない女子生徒

にこの分野の研究を分かりやすく解説したり，科学教室
で実験に参加させたりして，この分野への興味を促す．

（５） その他
（ア） 年数回委員会を開催する．
（イ） 男女共同参画学協会連絡会に参加する．

アンケート集計結果に見る本学会の
男女共同参画の現状

他学会との比較

男女共同参画学協会連絡会では文部科学省の委託事業
として，平成 年 月から 月にかけて， の科学
技術系学協会の会員を対象に，技術者・研究者の男女共

同参画に関する実態を把握するためのアンケート調査を
実施した．詳細は文献（７）を参照されたい．電子情報通
信学会もこれに参加した．

では，このアンケートの集計結果のうち特徴的な
ものを紹介し，本学会と他学会との比較を行う．

（１） 回答者
本学会でのアンケート回収率は，男性会員では ％，
女性会員では ％となっており，女性会員の方が関
心が高いことが分かる．他学会と比べると，本学会では
特に 代後半と 歳以上の女性回答者が少ないという
特徴があった．

（２） 配偶者の有無と子供の数
本学会では，あらゆる所属機関において， 代まで
配偶者ありと回答した人の割合が男女でほとんど差がな
かった．また，有する子供の平均数も， 代まで，男
女でほとんど差がなく，平均で 人ほど有しているこ
とが分かった．これに対し，連絡会全体では，特に大学，
公立研究所において， 歳以上の女性で配偶者ありと答
えた人は男性より ％少なかった．また， 歳以上
の女性が有する子供の平均数は１人前後であり，これは
男性が有する子供の平均数の半分 程度であった．

（３） 勤務形態
図２に本学会及び連絡会全体の会員の勤務形態の割合
を示す．この図より，本学会では，他学会より，男女共，
常勤（特に任期なし）が多いことが分かる．

（４） 役職の割合
図３に本学会会員の役職の男女比を示す．女性は一般
社員やポスドク，助手，技官が多いが，部長以上，教授
などの高い役職に就いている割合が少ないことが分か
る．これは，他学会と同様である．

（５） 研究費
図４に，企業における男女別の各年代年間研究費の割
合を示す．全般的に女性で 万円以上の高額な研究
費をもらっている人は男性より少ない．大学，公立研究
所も同様であった．女性研究者の研究開発費が男性より
全般的に少ないのは他学会と同様であったが，他学会の
女性会員の方が，本学会女性会員より高額研究費をも
らっている人の割合が多い．これは，他学会では高額研
究費を用いた実験系の学会が多いためと考えられる．

その他，男女の処遇の差は何かについては，男女とも，
「採用」，「管理職への登用」，「昇進昇級」が多かった．
仕事と育児などの両立に必要なものは何かについては，
「保育施設の増設」，「男女の役割分担の意識を変える」
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が多かった．技術者・研究者に女性が少ない理由は何か
については，男女とも，「女性の意識」，「家庭と仕事の
両立が困難」が多かった．「能力の差」を挙げる人は少
なかった．男性で「適正の差」を選んだ人が目立ったが，
女性はほとんど選ばなかった．逆に女性は「男性の意識」，
「ロールモデルが少ない」を選ぶ人が多かった．他学会
よりは，「採用が少ない」，「役職に就きにくい」を選ん
だ人が少なかった．
このように，電子情報通信学会の女性会員は，他学会

と比べると，男性会員と同じように家庭を持って仕事を
続けている人が多い．しかし常勤の女性は多い反面，そ
のほとんどは一般社員や助手などで，指導的役職に就い
ている女性会員は，他学会同様に少ない．高額研究費を
もらっている女性会員も少ない．

電子情報通信学会での独自のアンケート集計結

果

電子情報通信学会では，女性研究者の待遇に関して，
他学会と若干異なる傾向が現れた．そこで，本学会にお
いて必要な男女共同参画活動とは何かを明らかにするた
め， 年 月において，本学会会員対象の独自の
アンケート調査を行った．以下にその主な集計結果を示
す．

（１） 回答者
回収率は，男女とも，男女共同参画学協会連絡会のも
のの半分程度であったが，年齢分布は似たようなもので
あった．所属機関は男女とも，大学と企業がほぼ 割を
占める．
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図 勤務体系 本学会は連絡会全体と比較し，男女共に常勤職に就いている人が多い．

図 本学会役職ごとの男女比 女性は一般社員やポスドク，助手，技官が多いが，部長以上，教授など高い役職に就いている割合が
少ない．連絡会全体も同様．



（２） 入会の時期及び動機
最初に本学会に入会する時期は，男女とも 歳以下
が一番多く約５割を占め， 歳が次で３割程度，
歳以上は少ない．最初に本学会に入会した後，一度辞め
て再度入会し直した人は，男性で ％，女性で ％
であった．入会動機は，「学会発表や論文投稿を行うため」
が多く，６割を占めた．

（３） 研究費における男女の処遇の差
研究費に男女の処遇の差があると回答した人の割合は

男女とも１割前後で， 割くらいの人は差がないと回答
した（残りは「どちらともいえない」と回答）．連絡会
のアンケート調査では女性会員の方が，高額の研究・開
発費をもらっている割合が少なかったが，本学会ではそ
れほど高額の研究・開発費を必要としないと考えている
人が多いのではないかと考えられる．なお，今回「差が
ある」と答えた女性はDソサイエティの人が多かった．

（４） 役職や委員会メンバーにおける男女の処遇の差
図５は，職場の役職における男女による処遇の差があ
るかに関する回答を示したものである．研究費の場合よ
り，男女とも，差があると回答した人が多い．女性で「は
い」と答えた人は，企業の ， 代の人が多い．
図６は，職場の役職や政府・学術団体などの委員会メ
ンバーなどの男女比率についても問題があるかに関する
回答を示したものである．特に女性の 割近くは問題が
あると考えているようだ．
そこで，どのような問題があるかを自由回答してもら
うと以下のような意見が多かった．
・ 女性の比率が圧倒的に少ない．
・ 女性が少ないと意見が偏りよろしくない．

（５） アファーマティブアクション（積極的差別解消
策）について

競争的研究資金に女性の優先枠を設けるアファーマ
ティブアクション（積極的差別解消策）をどう思うかに
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図 男女別各年代の研究開発費年額（企業の場合） 女性で高額研究費をもらっている人は男性より少ない．他所属機関
も同様．



ついて，男性では「弊害が多い」と考えている人が多い．
「現段階で必要」と考えている人は，男女とも 割前後
であった（女性の方がやや多い）．自由に意見を述べて
もらうと，男女とも，逆差別に批判的な意見が多かった．
「現段階では必要」と回答した人には，女性が少なすぎ
るので，当面は（過渡的に）必要との意見が多かった．

（６） 学会の役職・委員会でのメンバーについて
学会の役職・委員会メンバーなどの選出に男女差があ

ると思うか，及び男女比率に問題があると思うかに関し
ては図６と同様の傾向が見られた．ただ，職場の役職や
政府・学術団体の委員会ほどは，男女差を訴える人は多
くはなかった．

（７） 学会での保育サービスについて
最近，他学会では，大会や研究集会などにおいて，参
加者の子供を保育するサービスを行ったり，保育所を
あっせんしたりするところがある．本学会においてもこ
のようなサービスを必要と思うかについて，特に女性で
は必要と思う人が多く（ 割近く），男性でも比較的多
かった（ 割）．会員の快適な学会活動のためには，保
育サービスが必要であるということが分かる．

（８） 男女共同参画委員会について
本学会において男女共同参画委員会があるということ
を知っていたと答えた人は，女性で約 割，男性で約 割
で，やはり女性の方が関心を持っていることが分かった．
次に，本学会男女共同参画委員会の活動として期待す
るものを尋ねた．図７はその結果を示したものである．
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図 職場の役職において男女差による処遇の差があると思うか？
特に女性では何らかの差があると考えている人が多い．

図 職場の役職や政府・学術団体などの委員会メンバなどの男
女比率に問題があると思うか？ 特に女性では何らかの問題が
あると考えている人が多い．

図 本学会の男女共同参画の活動として期待するものはどれか？ 育児や家族の介護の問題解決を挙げる人が男女共多い．



男女とも「育児や家族の介護の問題を解決するために社
会へ働きかける」が最も多く，「学会内の活動に女性が
参加しやすいように働きかける」も多い．女性では特に
「科学研究費や職場の待遇，また政府・学術団体などの
委員会における男女格差をなくすために社会へ働きかけ
る」が多かったが，男性では「女性会員を増やす」が多
いという差が現れた．

以上の調査結果から，特に職場・政府・学会などの役
職等で何らかの男女格差があると考える人が多く，特に，
， 代の企業の女性研究者にその傾向が強い．しかし，

女性枠を設けるような逆差別には男女とも批判的な意見
が多かった．学会に期待する男女共同参画活動としては，
育児と仕事の両立の支援への要望が強かった．このほか，
本学会男女共同参画委員会に期待する活動を自由に記述
してもらったが，基本的には，図７で示されたものであっ
た．なお，本アンケート集計結果について，詳細は電子
情報通信学会男女共同参画委員会ホームページを参照さ
れたい．

むすび──今後の展開──

今回のアンケート調査により，本学会の女性会員は他
学会と比べて，家庭を持ち，常勤職に就くという点では
男性とそれほど違いがないが，就職後の待遇や育児・介
護等の負担などで問題を抱えていることが分かった．ま
た，本学会や本分野に女性が少なすぎるという意見も伺
われた．ただ，アファーマティブアクションについては
否定的な意見が目立った．今後，本学会男女共同参画委
員会では，このアンケート結果を踏まえ，大会における
保育サービスの実施の検討を行い，男女共同参画学協会
連絡会を通して，女性研究者の待遇改善や育児・介護の
問題解決を社会へ要求していく予定である．また，女子
の小中高校生へ科学教室やガイダンスなどを通して電
子・情報・通信工学分野の面白さや，この分野で活躍し
ている女性研究者・技術者を紹介し，優秀な女子がこの
分野に多く進むことの手助けを行うことも考える．更に，
女性会員の交流を深める企画を行うことも女性が学会に
参加しやすい工夫につながるかもしれない．
今回のアンケート調査は，今まで表に出ることが少な

かった会員の意見を知ることができ，有用であった．例
えば，学会に対して，育児や家族の介護などの問題を取
り上げて欲しいという要望が多いということは，本学会
男女共同参画委員会としては意外なことであった．大体，
本委員会に委員として選ばれてくる人にはこのような問
題で困っている人は少ない．しかし，一般会員の声を聞
くことにより，学会としても育児支援により会員が学会

活動に参加しやすくするサービスを行うべきであること
が分かった．このようなアンケート調査も何年かおきに
続けていく予定である．
筆者は， 年にカナダで開催された米国 Engineer
ing Foundation 主催の Women in Engineer ing の会議に
出席したことがある（ ）．その参加者のほとんどは女性で，
主に米国，カナダ，ヨーロッパの工学系大学や企業の指
導的な立場にいる人たちであった．そこでは，参加者の
子供の保育サービスが用意されており，当時はそれに驚
いた．だが，更に印象深かったのは，女性参加者が連れ
てきた夫たちが，自分の妻がこのような役職に就き，指
導的な立場に立っているということをとても誇らしげに
語ったことであった．男女共同参画のためには，制度や
システムの整備はもちろん不可欠であるが，国民一人一
人が男女の既成の役割分担を見直し，男女共に能力を十
分発揮するということに価値観を持つ意識改革も重要で
あると考えられる．

男女共同参画委員会メンバー（ 年７月現在）
委 員 長：荒川 薫
副委員長：塩川祥子
幹 事：高窪かをり，村上絢子
委 員：相澤彰子，大柴小枝子，大橋弘美，喜多泰

代，小舘亮之，土井美和子，松井知子，松
永まゆみ，矢守恭子

総務理事：中野博隆，中嶋正之
（発足時の総務理事：中嶋信生，小林功郎）
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